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はじめに 

ジーン・シャープ（Gene Sharp, 1928-2018）は、「非暴力闘争のクラウゼヴィッツ」と呼ばれるように、

戦略的非暴力の理論家として知られている。シャープは、生涯をかけて非暴力手段の有効性を高めるため

の研究を積み重ねていった。とはいえ、シャープの非暴力理論に対しては、①なぜ非暴力の原理的側面を

強調しないのか、②物理的暴力（身体的暴力）に限定するシャープの暴力概念は狭すぎるのではないか、

という疑問が生じる。本報告では、このような問いを念頭に置いて，非暴力思想家としてシャープを捉え

なおし、非暴力主義へのシャープの貢献を明らかにしたい。 

 

１． 原理的非暴力と戦略的非暴力 

非暴力は、社会変革の観点からは、①原理的非暴力（principled nonviolence）――非暴力の規範･倫理を

徹底して保持し、集団的闘争はあくまで非暴力を貫くべきだとする立場、②戦略的非暴力（strategic 

nonviolence）――非暴力で闘ったほうが有効で犠牲が少ないという観点から、非暴力を選択し推進しよう

という立場、とに概念区分できる。しかし、両者は対立概念ではなく、非暴力で闘ったほうが、犠牲が少な

いだけでなく、人間的な闘い方であるという意味で、補い合う概念である。シャープが強調するように、

ガンディーにおいて非暴力は手段であるとともに目的であり、原理であるとともに戦略であった。シャー

プ自身は、朝鮮戦争の際に兵役拒否をして 9 ヶ月あまり投獄されたことがあるように、平和主義的信念を

もっていたが、非暴力抵抗を平和主義から切り離し、戦略的非暴力の立場に立って研究を進めたのである。 

 

２．権力論が重要なわけ 

シャープが非暴力理論で権力概念を重視するのは、権力は民衆の支持や協力がないと成り立たないから

であり、権力を支える基盤を明確化することによって、逆に非暴力が有効に機能する状況を明らかにする

ことができるからである。シャープは，権力の基盤についての広範な研究をもとに、権力は協力して活動

する人びとのあいだに生まれ、人びとの同意によって成り立つとするハンナ・アレントと同様に、「本当の

権力は、団結した人びとの力から生まれる」（Sharp 1970：21）という認識の地平から、外国軍の侵略や圧

政に対しては民衆が非暴力で対抗権力を形成し、抵抗するという理論を構築していった。この意味での権

力は、「非暴力の道徳的な勇気」に依拠し、対等者のあいだに生まれる水平的な権力であり、非暴力革命の

原動力である「民衆の力」（people power）の基盤となるものである。 
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３．戦略的非暴力の思想 

シャープの戦略的非暴力は、①目標を立てる、②目標実現のための戦略や戦術を考える、③目標達成の

過程で現実をつくり変えるとともに自分自身も相手も変えていく、という意味でプラグマティックな立場

に立っている。①については、シャープは、「独裁体制、ジェノサイド、戦争、社会的抑圧」を現代の最重

要課題とみなし（Sharp 1980a：2）、とくに戦争の廃絶と独裁体制の崩壊を理論的思考の対象としている。

②については、198 の非暴力行動の方法をあげ、市民的防衛や非暴力革命に役立つ非暴力闘争の理論を構

築している（Sharp 1973）。③については、非暴力闘争が相手を敵視しない闘争方法であることを明確化す

るとともに、人間が現実に働きかけることによって、漸進的であるにせよ、理想に向けて現実をつくり変

えていくことができるという信念から、非暴力行動を理論化したのである。 

 

４．非暴力主義へのシャープの貢献  

①ヨハン・ガルトゥングの暴力概念とは対照的に、シャープは暴力を物理的暴力（身体的暴力）に限定し、

構造的暴力や文化的暴力を含めてはいないが、逆に、シャープの戦略的非暴力の思想には、目標を明確に

示し、そのための道筋を計画できるという利点がある。 

②シャープが無慈悲な侵略者や独裁者に対しても非暴力で闘うことを断念しないのは、非暴力への確信と

世界の可変性に対する信念による。もちろん、非暴力が有効に機能する条件を日常的に高めていくための

多面的なアプローチも必要だが、シャープの非暴力思想の意義は、暴力ではなく非暴力手段によって不正

と闘い、公正で非暴力的な世界をつくっていく方法を理論的・実証的に示したことにある。 
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